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業績予想の修正並びに剰余金の配当（中間配当）及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、2024年３月４日開催の取締役会において、最近の業績の動向等を踏まえ、2023年９月４日に公

表いたしました 2024年７月期の通期連結業績予想及び配当予想を下記のとおり修正することを決定いたし

ました。また、2024年１月 31日を基準日とする剰余金の配当（中間配当）を行うことについて決議いたし

ましたのでお知らせいたします。 

記 

 

１． 通期業績予想の修正について 

（１）2024年７月期の通期連結業績予想の修正（2023年８月１日～2024年７月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属 

す る 当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

13,614 

百万円 

847 

百万円 

847 

百万円 

555 

円 銭 

130.51 

今回修正予想（Ｂ） 13,645 622 625 380 89.32 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 31 △225 △222 △175  

増 減 率（ ％ ） 0.2 △26.6 △26.3 △31.5  

（ 参 考 ） 前 期 連 結 実 績 

  （ 2 0 2 3 年 ７ 月 期 ） 
13,457 822 844 599 140.89 

 

（２）修正の理由 

 売上高におきましては、小売事業（通信販売）においてコロナ禍後、巣ごもり需要からの消費の反動を受

け消費者の購買行動の変化によりモノ消費からコト消費への移行が見られ予想よりも販売が低迷することが

見込まれ、卸売事業の伸長により売上高は予想水準程度を確保できる見通しではありますが、事業毎の売上

高構成比の変動及び販売促進活動の推進から広告宣伝費の先行投資により営業利益、経常利益、親会社株主

に帰属する当期純利益につきましては、当初予想を下回る見込みとなりましたので通期業績予想を修正いた

します。 

 

 

 

 

 

 



 

２． 剰余金の配当（中間配当）及び配当予想の修正について 

（１）剰余金の配当（中間配当）の内容 

 決  定  額 
直近の配当予想 

（2023年９月４日公表） 

前期実績 
（2023年７月期） 

基 準 日 2024年１月 31日 同左 2023年１月 31日 

１ 株 当 た り 配 当 金 26円 00銭 同左 26円 00銭 

配 当 金 総 額 110百万円 － 110百万円 

効 力 発 生 日 2024年４月４日 － 2023年４月４日 

配 当 原 資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

（２）配当予想の修正の内容 

 
年間配当金（円） 

配当性向 
第２四半期末 期 末 合 計 

前 回 予 想 

（2023 年９月４日公表） 

円 銭 

26.00 

円 銭 

26.00 

円 銭 

52.00 

% 

39.8 

今 回 修 正 予 想 － 20.00 46.00 51.5 

当 期 実 績 26.00    

  前 期 実 績 

  （ 2 0 2 3 年 ７ 月 期 ） 
26.00 26.00 52.00 36.9 

 

（３）理由 

 当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重要な課題と位置づけており、企業体質の強化及び今後の事業

拡大のための内部留保の充実を勘案しつつ、配当性向 30％を目途に、毎期安定した配当を継続していくこと

を基本方針としております。 

この方針に基づき、2024年７月期の配当につきましては、１株当たり中間配当 26円、期末配当 26円、年

間 52円を予定しておりましたが、今回の通期業績予想の下方修正を踏まえ、期末配当を６円減配の１株当

たり 20円に修正することといたしました。 

この結果、2024年７月期の年間配当金は前期と比べ６円減配の 1株当たり 46円となり、配当性向は

51.5％となる予定です。 

なお、期末配当金につきましては、2024年 10月開催予定の当社第 41期定時株主総会に付議いたします。 

 

（注）上記の業績予想等につきましては、現時点で入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の 

業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 

 


